
　

世
界
的
な
地
球
温
暖
化
と
そ
の
影
響
が
報
告
さ
れ
る
中
、
２
０
２
０
年
10
月
に
日
本

政
府
は
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
２
０
２
３
年
９
月
、
温
室
効
果
ガ
ス
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
を
宣
言
し
、
こ
の
こ
と
を
推
進
す
る
た
め
２
０
２
４
年
３
月
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
ま
つ
う
ら
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
・
企
業
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
地
球
温
暖
化
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ま
つ
う
ら
推
進
計
画

〜
自
然
豊
か
で
美
し
い
松
浦
を
守
る
た
め
、
み
ん
な
で
取
り
組
む
温
暖
化
対
策
〜

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
と
は

　

２
０
５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
た

自
治
体
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

カーボンニュートラルとは、「温室効果ガ
ス排出量をできるだけ削減し、削減できな
かった温室効果ガスを吸収または除去する
ことで実質ゼロにすること」です。温室効
果ガス排出量を削減することが難しい分野
もあるため、できるだけ削減の努力をした
うえで、どうしても排出される温室効果ガ
スを何らかの手段によって実質ゼロにする
というのが、カーボンニュートラルの基本
的な考え方です。

　

近
年
世
界
各
地
で
地
球
温
暖
化
が
進
ん

で
お
り
、「
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
６
次
評
価
報
告

書
第
１
作
業
部
会
報
告
書
」
に
よ
る
と
、

世
界
平
均
気
温
は
、
少
な
く
と
も
過
去

２
０
０
０
年
間
に
わ
た
っ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
速
度
で
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
下

図
の
よ
う
に
、１
９
７
６
年
（
昭
和
51
年
）

か
ら
２
０
２
３
年
（
令
和
５
年
）
の
日
平

均
気
温
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
２
０
２
３
年
（
令
和
５

年
）
９
月
１
日
に
「
松
浦
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
表
明
し
、
２
０
５
０

年
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
本
計
画
は
、
将
来
的
な

２
０
５
０
年
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
実
質

ゼ
ロ
達
成
に
向
け
、
本
市
の
脱
炭
素
に

向
け
た
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
総
合

計
画
と
し
て
、
２
０
３
０
年
（
令
和
12

年
）
度
に
お
い
て
46
パ
ー
セ
ン
ト
の
削
減

（
２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
度
比
）
を

目
指
し
ま
す
。

背
景

図１：本市における日平均気温の推移
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本
市
に
は
石
炭
火
力
発
電
所
の
ほ
か
、

太
陽
光
発
電
を
始
め
と
し
、
風
力
発
電

や
畜
産
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
や
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
等
、
他
の
地
域
に
類
を
見
な
い
、

多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
地
域
資
源
を
活

用
し
た
「
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
」

と
な
り
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
本
計
画
に
お

け
る
本
市
の
脱
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン
を
、

「
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち 

松
浦
」

〜
多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
活
用
し

た
脱
炭
素
の
推
進
〜

と
し
、
市
民
・
企
業
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大

限
の
活
用
や
省
エ
ネ
の
推
進
に
よ
っ
て
、

「
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
」
に
よ
る

地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

併
せ
て
本
計
画
の
施
策
と
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
と
の

関
連
性
を
整
理
し
、
本
計
画
の
推
進
に

よ
り
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
達
成
に

も
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
市
に
お
け
る
最
終
的
な
脱
炭
素
に

関
す
る
目
標
は
、
２
０
５
０
年
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
の
達
成
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
２
０
５
０
年
（
令
和
32
年
）
の
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
達
成
に
向
け
た
中

間
目
標
と
し
て
、
２
０
３
０
年
（
令
和

12
年
）
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目
標

「
46
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
（
２
０
１
３
年

（
平
成
25
年
）
度
比
）」
を
掲
げ
、
本
計

画
の
目
標
と
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、図
３
に
示
す
よ
う
に
、

本
計
画
の
推
進
に
よ
り
２
６
，
７
６
７

㌧
を
削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
削
減
し

た
り
、
植
林
等
に
よ
っ
て
吸
収
量
を
増

加
さ
せ
る「
緩
和
策
」が
最
も
重
要
で
す
。

次
の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
４
０
，

７
０
８
㎾
の
再
エ
ネ
導
入
と
２
７
，

４
９
９
㌧
の
二
酸
化
炭
素
削
減
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

【
再
エ
ネ
の
積
極
的
な
導
入
】

　

企
業
や
住
宅
等
の
建
物
の
屋
根
、
空

地
や
農
地
を
活
用
し
た
太
陽
光
発
電
や

風
力
発
電
等
を
積
極
的
に
導
入
し
、
電

力
の
地
産
地
消
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

再
エ
ネ
導
入
量
：
４
０
，
５
５
０
㎾

二
酸
化
炭
素
削
減
量
：
１
６
，
８
０
１
㌧

【
省
エ
ネ
の
推
進
】

　

企
業
や
住
宅
で
の
省
エ
ネ
の
ほ
か
、

普
段
の
自
動
車
の
運
転
に
お
け
る
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
と
い
っ
た
市
民
一
人
ひ
と
り

が
心
が
け
る
地
球
温
暖
化
対
策
の
積
み

重
ね
が
大
き
な
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

に
つ
な
が
り
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
削
減
量
：
５
，
８
７
０
㌧

脱
炭
素
ビ
ジ
ョ
ン

温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
目
標

具
体
的
な
取
り
組
み

　
　
　
（
緩
和
策
）

図２：本計画と関連
のあるＳＤＧｓ目標

図３：本計画における温室効果ガス削減目標の考え方
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地
球
温
暖
化
対
策
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
は
、
現
在
起
こ
っ
て
い
る
気
候

変
動
や
今
後
起
こ
り
う
る
気
候
変
動
に

対
し
、
そ
の
影
響
を
で
き
る
だ
け
軽
減

さ
せ
る
、
も
し
く
は
気
候
変
動
の
好
影

響
を
増
幅
さ
せ
る
「
適
応
策
」
に
つ
い

て
も
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

適
応
策
と
し
て
関
係
す
る
分
野
は
、

長
崎
県
の
「
第
２
次
長
崎
県
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
」
を
元
に
次
の
７
分

野
と
し
て
い
ま
す
。

●
自
然
災
害
・
沿
岸
域

●
農
業
、
森
林
・
林
業
、
水
産
業

●
健
康

●
水
環
境
・
水
資
源

●
自
然
生
態
系

●
市
民
生
活

●
産
業
・
経
済
活
動

　

自
助
（
自
分
と
家
族
を
守
る
）、
共

助
（
地
域
を
守
る
）、
公
助
（
松
浦
市

が
自
助
や
共
助
を
後
押
し
）
を
一
人
ひ

と
り
が
認
識
し
、
適
応
策
を
市
民
・
事

業
者
・
行
政
の
各
々
が
自
ら
の
行
動
に

つ
な
げ
、
お
互
い
に
支
え
あ
う
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
計
画
の
進
捗
管
理
は
、
市
の
地
球

温
暖
化
対
策
協
議
会
な
ど
で
進
捗
管
理

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

住
民
向
け
や
事
業
所
向
け
太
陽
光
・
蓄

電
池
導
入
に
対
す
る
補
助
制
度
や
事
業

推
進
に
関
す
る
助
言
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
の
詳
細
や
用
語
解
説
な
ど
、

詳
し
く
は
、
松
浦
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
（
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。）

具
体
的
な
取
り
組
み

　
　
　
　
（
適
応
策
）

今
後
の
推
進
体
制
な
ど

【
計
画
に
関
す
る
問
合
せ
先
】

 

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係☎

内
線
１
４
１

緩和策における再エネ導入量と二酸化炭素削減量

　

計
画
の
概
要
や
市
民
の
皆
さ
ま
に
協

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
分
か
り
や
す
く
記
載
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
各
世
帯
に
別
途
配
布
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。


